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日本産Culex pipiens groupの研究

5. 長崎産molestusの形態学的研究*

長崎大学風土病研究所衛生動物学研究室(主任:大森南三郎教授)

嘉村猛
か　　　　　むら　　　　　　　　　　　たけL

Studies on the Culex pipiens group of Japan. V. Morphological studies on the Nagasaki

molestus. Takeshi KAMURA.Department of Medical Zoology, Research Institute of Endemics,

Nagasaki University (Director : Prof. N. OMORI)

緒　　　　　言

著者(1959)は　Culex pipie耶moles福　の発生井

戸の環境並びに水質試験を行ない,一発見井戸での発

生量の季節的消長について観察して,本種は井戸とし

てほ可成り有機物に富んだ所に発生し,ここで周年発

生して厳寒の季節にも尚発育を繰返しているであろう

ことを述べ,叉実験生態学的には狭所交尾,無吸血性

産卵をなす事実を確認して,当地方産のアカイエカ

(Culex pipiens pollens^)とは著しくその生態が異な

っていることなどについて報告した.

今回ば長崎産molestusがこの地方に普通に分布し

ているpalle耶と形態学的に如何なる差違があるかを

明らかにする目的で,以下に述べるような形態学的諸

標徴について比較検討し,併せて台北産fatiga耶,読

早産pollens及び札幌産pattensとの比較をも行な

った.その結果長崎産molestusは幼虫,成虫とも札

幌産pattensとは比較的に近似しているが,当地方

産の　pattensとは幾つかの形質に於いて可成りに相

違点のあることを明らかにした.

本報告を出すに当り,研究の指導と原稿の校閲の労

を恭うした恩師大森南三郎教授に心から感謝の意を表

する｡文台湾の材料の採集或ほ輸送に協力を戴いた林

和木氏,連日清氏,陳承業氏,並びに北海道の材料,

標本を再三送附して戴いた北大理学部の鈴木健二氏に

深甚の謝意を表する○　尚本研究に要した費用の一部は

文部省科学研究費の補助によった｡こゝに記して謝意

を表する｡

材料及び方法

本研究に使用した各地産の　pipiens group　の蚊の

内,台北産のネックイイェカを台北fatigα7JS,長崎市

内の井戸から発見した　molestus　を長崎　molestus,

諌早地方に産するアカイエカを諌早　♪aliens,札幌産

のアカイエカを札幌pattensと呼び,夫々便宜のため

各strain　として取扱うことにした.

♀の生殖器の形態を比較する際に引用したEngland

pipiens及び　England mnlestus　は　Marshall &

Staley (1935)の記載による英国産の0. p. pipiens,

及びC. p. molestusを括すものである.

計測に用いた各strainの幼虫及び成虫の飼育条件

標本作製の時期及び個体数は第1表に示す通りである.

材料は表に示すように,送附を受けた乾燥標本を使用

した場合と,送附を受けた卵から実験室内で飼育した

幼虫或は成虫を使用した場合と,自然界から幼虫又は

棉を採集して釆て実験室で飼育羽化させたものを用い

た場合と,実験室で累代飼育中のものを材料とした場

合とがある.最後老の,例えばF82　幼虫というのは

吾々の実験室で累代飼育第32代目の親群の産んだ卵か

ら発育した幼虫という意味である.

超の第Ⅱ泳柄室比の測定は乾燥標本について行ない,

幼虫の諸形態及び♀の生殖器の形態は普通の方法で作

ったバルサム標本について行なった. ♂の生殖器の場

合には後で述べるように　Sundararaman (1949)の

方法に従って作った標本について測定した.

成　　　　　績

幼虫の形態

第Ⅷ, Ⅳ腹背のN名.1毛の分岐数　Knight(1953)

は第m, Ⅳ腹節のNo.1毛即ち腹背正中線と後線に最

*長崎大学風土病研究所業績　第313号
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T able ] Preparation of specimens and number of specimens or structures
examined (Reference Tables and Figures are shown in parenthesis)

(a) Larval characters

Strain
Date of
making
specimens

Taihoku
fatigans

Isahaya
pallens

Nagasaki
violestus

Sapporo
pallens

J an. 22,
1956

Jan. 20,
1956

Jan. 5,
1956

Nov. 5,
1955

Specimens
obtained
from

Kept
at

Hair No.1
(Table 2, Fig.l)

Comb scales
& pentad
hairs
(Table 3)

F ga, lab. 94°p
bred colony

Fa?, lab. o/°r
bred colony ^ ^

FR,lab. 94or
bred colony u

** 94°r
larva group

142

132

176

39

150

159

162

29

200

157

133

47

Siphonal
index

(Fig. 2)

Siphonal
tufts

(Table 4)

Pecten
teeth

(Fig. 3

107

93

25

107

93

217

182

220

50

(b) WingveinI ofbothsexes (Fig. 4&5.) andDV/D of males (Fig. 6&7)

Strain A s above

Taihoku fatigans

Isahaya pollens

Nagasaki melestus

Sapporo pollens

%.

Aug. ll, 1953

Jul. 1, 1956

Aug. 5, 1956

A s above

Formosa

wild caught pupae

wild caught larvae

P. group **

( c) Female genitalia (Table 5)

A s above
Wing vein I

? a
DV/D

l aboratory
laboratory

24°C

91

200

200

200

79

182

200

200

33

96

60

66
I

Strain As above

Isahaya pollens

Nagasaki molestus

Sapporo pattens

Set. 20, 1956

Dec. ll, 1956

Dec. 20, 1956

A s above As above

wild caught pupae

FR, lab. bred colony

P. group **

24°C

24°C

24°C

Hair on
ninth
tergite

Hair on
post genital
plate

134

75

119

64

82

* Dead specimens were sent from Taihoku, Formosa where they were
collected on Mar. 28, 1953 by Mr. S. G. Chin

** They were reared from eggs sent from Sopporo

Insula
hair

47

24

62

も近いところに位置する剛毛の分岐数がfatigansと

pipiensとで相違すると述べているので,各strain

についてこの剛毛の分岐数を測定した.その結果は第

2表の通りで,これらの計測値から母百分率の信板

幅を図示すると第1図のようになる.第1図をみると

各strainとも第Ⅲ節(第Ⅰ図,上図)及び第Ⅳ節

(第1図,下図)でNo. 1毛が単状宅である場合と分

岐毛である場合との間に有意の差が認められ,殊に長

崎molestus及び札幌pattensではその殆んどが分岐毛

である.長崎molestusは札幌palletはの場合と極め

て近似しているが,台北fatigans及び諌早pollens

との間には有意の差が認められる.然し第2表にみら

れるように台北Jatigans,諌早pollens　の内にも分

岐する場合が可成りにあるので,この剛毛の分岐数を

主な分類点としては用いられないが,少くとも九州に

於いてはmolestus　とpalle那を分つ時の一助とはな
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T able 2 Branching of hair No. 1 of larval abdominal seg. I and IV showing
the number of hairs being simple, bifid or trifid

S egment
No. of hairs

Strain
Simple Bifid

IV

Simple Bifid

Taihoku fatigans

Isahaya pallens

Nagasaki molestus

Sapporo pallens

113

74

3

29

58

173

39

102

146

0

0

48

:ll

157

29

Trifid

0

2

5

0

Fig. ] QQ% confidence intervals for population percentage numbers of branching
of hair No. 1 of abdominal segment III (upper) and IV (lower)
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り得るように思われる｡

第Ⅶ腹節の御節数及び5対毛の分岐数側鱗の数ほ

第3表に示すように台北fatigansから諌早pattens.

札幌palle耶と少しずつ多くなっている｡ 〉屋崎

molestusはその中間にあって,而もその範囲をみると

何れもの場合とも広く重なり合っているので,この形

質を以て各strainを識別することば全くできない｡

側鱗の形状には各strainで相違点を発見することば

できない.

5対毛の内α, T及びどの分岐数をみると第3表の

ように各strainに於ける分岐数の平均値には大差ほ

ない.従ってとの形質も分類学的にほ役に立たない.

呼吸管比　呼吸管の長さ(弁を含まず)と基部の幅

との比を呼吸管比とし,各strainについて測定した

数値からそれらの分布曲線を示すと第2図のようにな

る.各strainの間で平均値の差の検定を行なってみ

ると　molestasは札幌palletはとの間には有意の差

ほ認められず,諌早pollens及び台北jatigaねSとの

間には有意差が認められる.然し後2者とも変異暗が

可成りに重なっているので形態学的識別にはあまり役

T able 3 Number of comb scales and branches of pentad hairs

Strain
M ean number of branchesof pentad hairsNo. of comb scales

Mean

Taihoku fatigans

Isahaya pattens

Nagasaki molestus

Sapporo pollens

Range

31.5

38.4

41.0

48.0

22-49

29-50

25-58

36-59

5 .7

6.2

5.8

5.8

7 .3

7.5

7.9

9.0

4 .4

4.8

3.6

4.0
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Fig. 2　　Percentage distribution of number of s主phonal index in fourth

stage larvae of four strains
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に立たない.

呼吸管赫数　幼虫の呼吸管の各側の呼吸管林数を測

定して,各strain毎にその分布曲線を画いてみると第

3図のようになる　molestusは札幌pollens　とは平

均値も変異幅も殆んど重なり合っているので全く識別

することばできないが,諌早pollens及び台北fatigans

との間では平均値に有意の差が認められる　molestus

と諌早pollensとの間では9から14の呼吸管棟数の

変異暗が重なっているので, 8より少ない場合と, 14

より多い場合には諌早pollens,長崎molestusと同

定してもよいように思われる.

呼吸管毛の対数　各strainの呼吸管毛の対数につ

いてみると第4衰に示すようになる　molestusでは

3対又は3:4の場合は極めて少なく, 4対, 4:

5及び5対の呼吸管毛を有するものが略同じ位の割合

にみられ,殊に他のstrainには殆んどみられない5

Fig. 3　　Percentage distribution of number of pecten-teeth in fourth

stage larvae of four strains
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T able 4 No. of specimens with indicated number of siphonal tufts

Strain
No.

larvae
examined

3 pairs

Taihoku fatigans

Isahaya pollens

Nagasaki molestus

Sapporo pollens

107

93

99

25

1

0

0

0

3 & 4 4 pairs

16

15

2

0

83

66

30

22

5 pairs4 & 5

7

11

38

3

0

1

29

0

対のものが多くみられることば特異のようにみえる

が,水田などで採集されるpollensにほ5対のものが

可成りに多いと云はれているからこのような場合には

あまり役に立たなくなる.

♀♂‡豚柄室比

麺の第Ⅰ豚柄室比を各strainについて計測した値

脚ヒストグラムで示すと第4図のようになる.長崎

molestusは♀では札幌pollens　に近い価を示すが,

台北fatigans及び諌早pollensよりは可成り大きな

価を示す. ♂では札幌palle耶のものよりやゝ小さく,

砂北fatigans　及び諌早pattens　より大である.令

strain　毎の母平均の信頼限界を示すと第5図のよう

になり,上に述べた関係が更に明らかに了解できる.

即ち本種の♀は札幌かIiensと近似しているが,諌早

pattens　及び台北fatigans　とは有意の差が認められ

る. ♂ではどのstrainとも有意の差が認められる.

然し第4図からわかるように長崎m.olestusは変異幅

が広く蔓っているので,極端な価をとる個体を除い

ては,九州地方でさえ第Ⅱ月永の柄室比によってpollens

と区別することば危険である.著者(1958)は読早産

pallensの♀ ♂の第丑泳の柄室比が4月及び11, 12月

には大となって,夏期には小となる季節的変化をなす

ことを報告したが,今回の実験に用いた諌早pollens

は8月中旬に採集した輪から羽化させた成虫であり,

長崎molestusは6月下旬に採集した幼虫を夏期室内

で飼育羽化させた成虫で峰岡-季節のものである.

Fig. 4 Histograms of Cell/Stemx100
values of wing vein II
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T able 5 Chaetotaxy of female hypopygium

Nagasaki
molestus

No. of hairs
on

ninth tergite

No. of hairs
on

insula

No. of hairs
on

post-genital
plate

No. examined

Mean

Range

No. examined

Mean

Range

No. examined

Mean

Range

England
molestus*

75 797

14.6 12.4

ll-22 10-16

24

9.8

8~12

Isahaya
pattens

S apporopollens
England
pipiens*

134

12.3

7-17

64

9.6

7-12

After Marshall & Staley (1935)

9.1

4-19

47

9.7

8-13

62

6~11

119

6-12

82

7.8

6~10

8 .8

この両strain間には上述のように平均値間には有意差

が認められるが,変異暗が可成り重なり合っているの

で,これで両者を区別することば可成り困難である.

まして春期及び秋,冬期ではpollensの柄童比は増

大するが　molestusの場合にはあまり温度の変化の

ない環境下で発生しているので,大きな変化は起らな

いと考えるならば,この時期には第Ⅱ月永柄室比による

区別は益々困難になるものと思われる.

♂生殖器の形態

第9背板の剛毛数　第9背板の剛毛数は第5表に示

す通りであって,長崎molestusが最も多く,英国産

pipiensが最も少ない.他の形質では長崎　molestus

はむしろ札幌pollensに近いが,　この第9背板剛毛

数に可成りの差があることは興味のあることである.

然し実際には変異幅が可成りに重なり合っているので,

これでstrainを識別することば殆んど不可能である.

後生殖葉及びinsulaの剛毛数　molestiisのこれ

らの剛毛数は平均値に於て,他のstrainとの間に大

差はなく,変異暗も大部分が重なり合っているので,

この形質も識別の役には立たない.

♀のPhall名S名meの形態

♂の外部生殖器の標本の作り方は　Sundararaman

(1949)の方法に従った.その詳細は第3報で述べたの

でこゝでは省略するが,要するに標本をバルサム中に

沈め,一日放置してその表層がやゝ固まった時分にカ

I"-グラスにバルサムの小浦を付けたものをその上に

被せて,標本が圧し潰されないようにする方法である.

Fig. 6 Histograms of DV/D values
of males
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価のヒストグラムを示すと第6図のようになり,こ

の計測値から母平均の信頼幅を求めると第7図のよう

になる.第7因からわかるように長崎molestusは譲
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Fig,7 95,2s confidence intervals for population

means of DV/D values of males shown

inFig. 6
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早pallens及び札幌　palle耶　との問の平均値に有意

の差が認められるが,第6図をみると札幌Pau母nSと

は変異暗が多少重なり合っている｡然し諌早pollens

とは実測値に於て全く重なってはいない｡実測した

molestusの♂60個体, pattens 96個体について調べた

DV/D価は前者に於いて　-0.107-〇.145であり,級

者では0.150-　〉791であるので,この点では両strain

を明確に区別し得るわけである｡

Dorsalarm及びVen七Fa互即mの形態　molestus

のDorsal arm　の形態については予報(1955)で詳

述したように根棒状で,先端は水平に裁ち切られたよ

うな形を示している｡ Ventral arm　は幅が極めて狭

く,その先端は各Dorsal arm　の幅の暗中央で終る

ものが多い.従ってDV/D価は非常に小さいか,

又は負の価を示す｡　これに対して諌早pailejも5では

Dorsal armの先端は尖鋭乃至鈍円を三モするものが多

く, Ventral armは幅広く　Dorsal arm　を造に越

えている｡札幌pallensのDorsal arm及びVentral

armの大体の形態は長崎molestusに近似しており,

Dorsal armの先端の形状は先に予報(1955)で述

べたような,水平に裁ち切られたmolestus oご)それと

殆んど区別できないものもあるが,大部分のものはそ

の辺緩から中央部-丘状に盛り上っている. Ventral

arm　も幾分幅が広くて　Dorsal armの中央を越え

るものが多くなる｡　これらの点はmolestu∫　と/清早

pallens及び札幌pallet石5　とを区別する時の一助とな

る.

以上記載した幼虫及び成虫の形態を比較すると,長

崎mole:ザJFt写は幼虫第E. Ⅳ旗節No. 1毛の分岐数,呼

吸管棟数の開きを一助とし,これらと更に♂のDV/D

価及び　Dorsal arm　と　Ventral arm　の形態の相

連などに依ってfutigansとは勿論,読早palle乃5

とも区別することができる.叉,札幌pollensとは

DV/D価の可成りはつきりした相違と　Dorsal arm

及び　Ventaal arm　の形態などからその区別は或る

程度可能である.

摘　　　　　　要

1)著者は長崎産molestusと日本産pipiens

groupとの形態学的な相違点を明らかにし,併せて

台北fatigansとの比較をなす目的で,従来pipiens

groupの分類に役立つと称せられていた幼虫及び成

虫の諸形態について調べ,以下のような結果を得た.

2)幼虫の第III, IV腹節のNo.1毛の分岐数,第VIII

腹節側鱗数, 5対毛の分岐数,呼吸管比,呼吸管毛の

対数及び呼吸管棘数などについてみると, molestusは

札幌pallensと極めて近似しているが,諌早pollens

及び台北fatigansとは第III, IV腹節No.1毛の分岐

数及び呼吸管棘に可成りの相違がみられる.

3)♀♂成虫の第II脉柄室比についてみると,

molestusと各strainの間には平均値に於いて有意

の差がみられるが,変異幅が可成り重なり合うので,

これによつて本種と他のstrainとを区別することは

困難である.

4)♀成虫の生殖器の第9背板,後生殖葉及び

insulaの剛毛数では, molestusと各strainの間に

は全く相違は認められず,第9背板の剛毛数は他の

strain特に札幌pallensより有意的に多くみられた

が,変異幅が可成り重なり合つているので,これも識

別には役立ないように思われる.

5)♂のPhallosomeのDV/D価及びDorsal

arm, Ventral armの形態についてみると, molestus

のDV/D価は極めて小さく, Dorsal armは根棒

状を呈し,その先端は殆んど水平であり, Ventral

armは幅が非常に狭いなどの点でfatigansは勿論,

諌早pallensとも容易に識別できるように思われる.

札幌pallensとはDV/D価の平均値では有意差が認

められるが,変異幅の重なりが幾らかみられるので,

これによつて区別することは可成り困難である.然し

このDV/D価とPhallosomeの形態とを参照すれ

ば札幌pallensとも識別するのは或る程度可能とな

るものと思われる.
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S ummary

In order to clear the morphological differences between Nagasaki molestus and
Isahaya pollens and also Sapporo pollens and Taihoku fatigans, examinations were
made on the larval characters, Cell/Stem values of wing vein II of adults and
characters of genitalia of both sexes. Nagasaki molestus refers to Culex pipiens

molestus found in old wells in Nagasaki city (Omori et al. 1955, Kamura 1959);
Isahaya pollens to C. p. Pallens widely and most commonly distributed in Nagasaki
area; Sapporo pallens to the pallens sent from Sapporo, Hokkaido, northernmost

part of Japan; Taihoku fotigans to the fatigans sent from Taihoku, Formosa.
Preparation of specimens and the number of specimens or structures examined

are tabulated in Table 1, together with the Table or Figure number in which the
result examined on each character is given. The results of examinations are
summarized as follows.

1) In the branching of hair No.1 of larval abdominal seg. III and IV (Table

2 and Fig.1) and in the number of pecten-teeth (Fig.3) : Nagasaki molestus is
similar to Sapporo pallens but considerably differs from Isahaya pallens and Taihoku

fatigans.
2) Between the means of Cell/Stem values of wing vein II of Nagasaki molestus

and other 3 strains, significant differences are found in both sexes (Fig.5) but the
ranges of individual variations overlap widely with Sapporo pallens and Isahaya
palleus or a little with fatigans (Fig.4).

3) The number of hairs on post-genital plate and insula of female hypopygium
is nearly the same in four strains, while, the number of hairs on ninth tergite is
peculiar in order of affinity differing markedly in the means in number between
Nagasaki molestus and Sapporo pallens. The ranges of individual variation, however,
overlap rather widely with each other among the four strains.

4) Nagasaki molestus clearly differs not only from fatigans but also from
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Isahaya pallens in that the DV/D values of male genitalia is extremely small (Fig.
6 and Fig. 7) and the tip of dorsal arm of phallosome is flatly cut off and the
ventral arm is narrowest and shortest only reaching about the middle of the width
of dorsal arm. The molestus is able to roughly differentiate from Sapporo pallens
because in the latter strain the DV/D value is larger, the tip of dorsal arm is
rather swollen towards the middle of the cut off tip and the ventral arm is wider
and its tip is rather longer.
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